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焼餅地蔵尊 

や
き
も
ち
地
蔵 

 

北
区
山
田
町
、
有
馬
街
道
か
ら
少
し
入 

っ
た
と
こ
ろ
に
「
や
き
も
ち
地
蔵
」
と
い

う
大
き
な
看
板
が
あ
り
ま
す
。
や
き
も
ち

と
い
っ
て
も
嫉
妬
の
意
味
で
は
な
く
、
文

字
通
り
、
餅
を
焼
く
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。 

二
百
年
以
上
昔
の
こ
と
、
村
の
古
老
の

夢
枕
に
地
蔵
が
立
ち
、
山
田
川
に
架
か
る

橋
を
修
理
す
る
よ
う
告
げ
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
大
事
に
至
る
と
言
う
の
で
す
。

修
理
に
取
り
掛
か
る
と
、
橋
の
石
垣
の
下

か
ら
地
蔵
が
現
れ
ま
し
た
。
貧
し
い
村
で

し
た
が
ち
ょ
う
ど
旧
正
月
で
、
あ
り
あ
わ

せ
の
餅
を
焼
い
て
供
え
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
お
地
蔵
様
は
い
つ
し
か
、
願
い
事

を
何
で
も
一
つ
、
必
ず
か
な
え
て
く
れ
る

こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
正
期
に
は
既
に
、
弁
当
持
参
で
遊
山
が
て

ら
の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

今
で
も
知
る
人
ぞ
知
る
願
掛
け
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
、
地
元
だ
け
で
な
く
京
都
や
大

阪
な
ど
遠
方
か
ら
も
参
拝
者
が
絶
え
ま
せ

ん
。
お
地
蔵
様
に
は
餅
を
お
供
え
し
、
願

い
事
を
書
い
た
し
ゃ
も
じ
を
納
め
ま
す
。 

秋
が
深
ま
る
と
、
地
蔵
堂
の
周
り
の

木
々
が
色
づ
き
ま
す
。
願
い
事
を
一
つ
携

え
、
紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
参
拝
す
る
の
も

一
興
で
す
。 



－新しく入った本－ 

諏
訪
山
動
物
園
も
の
が
た
り 

戦
時
下
の

動
物
園
と
子
ど
も
た
ち 

豊
田
和
子 

立

見
瑛
美
（
池
見
宏
子
） 

 
 

子
供
た
ち
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命

の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
史
実
に

も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
絵
本
。 

王
子
動
物
園
の
前
身
で
あ
る
諏
訪
山

動
物
園
が
舞
台
。
主
人
公
は
飼
育
員
の

兄
を
も
つ
雄
太
く
ん
で
、
時
を
経
て
老

人
に
な
っ
た
雄
太
く
ん
の
回
想
形
式
に

な
っ
て
い
る
。 

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
戦
況
の
悪
化

に
伴
い
、
軍
か
ら
動
物
た
ち
の
殺
処
分

を
命
じ
ら
れ
る
。
園
長
や
飼
育
員
た
ち

は
抵
抗
し
、
そ
れ
を
知
っ
た
子
供
た
ち

は
動
物
を
元
気
付
け
よ
う
と
貴
重
な
サ

ツ
マ
イ
モ
を
集
め
て
持
っ
て
い
く
が
、

思
い
は
届
か
ず
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
。

動
物
た
ち
は
、
何
の
た
め
に
殺
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 
 

巻
末
に
は
当
時
の
新
聞
記
事
も
載
せ

ら
れ
て
い
る
。 

 

 

 
 
 
 
 

     

神
戸
地
域
学 

神
戸
の
魅
力
再
発
見
！ 

川
越
栄
子
編
著
（
大
学
教
育
出
版
） 

全
十
二
章
に
は
「
神
戸
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」
「
神
戸
の
ラ
ジ
オ
の
佳
き
時

代
か
ら
現
代
ま
で
」
「
多
文
化
共
生
都

市
神
戸
」
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教

訓
」
と
い
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
並
ぶ
。 

神
戸
市
看
護
大
学
で
実
施
さ
れ
た

「
神
戸
学
」
の
講
義
を
も
と
に
、
地
域

の
も
つ
歴
史
、
文
化
の
奥
深
さ
の
再
発

見
と
魅
力
の
ア
ピ
ー
ル
を
目
的
に
刊
行

さ
れ
た
。
神
戸
を
知
り
た
い
人
、
ま
た

神
戸
通
を
自
認
す
る
人
も
、
気
軽
に
一

読
で
き
そ
う
な
一
六
二
頁
。 

 

平
清
盛
と
神
戸 
ゆ
か
り
の
地
で
出
合
う

歴
史
と
伝
説 
田
辺
眞
人
編
（
神
戸
新
聞

総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

平
清
盛
と
神
戸
は
ゆ
か
り
が
深
い
。

太
政
大
臣
を
辞
任
し
、
出
家
し
た
後
は

現
在
の
神
戸
に
住
み
、
都
を
神
戸
に
移

そ
う
と
し
た
。 

前
半
は
「
平
清
盛
散
策
」
と
題
し
て
、

豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
と
地
図
を
用
い
、

平
家
に
関
わ
り
の
あ
る
史
跡
や
名
所
探

訪
の
た
め
の
街
歩
き
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
。
後
半
「
平
清
盛
考
察
」

は
学
識
者
な
ど
に
よ
る
論
文
、
人
物
紹

介
や
年
表
が
収
め
ら
れ
、
じ
っ
く
り
読

め
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。 

チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
切
る
劇
場 

兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
軌
跡 

垣
内
恵
美

子 

林
伸
光
編
著
（
水
曜
社
） 

 

二
〇
〇
五
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
二

年
一
ヶ
月
で
入
場
者
が
百
万
人
を
突
破

し
た
。
こ
れ
は
類
似
施
設
と
比
較
し
て

異
例
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。 

本
書
は
観
客
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

さ
ら
に
は
納
税
者
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、

理
念
、
目
的
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
製

作
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の
諸
観
点
か
ら
多
重

的
に
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
軌
跡
を
解
説
し

て
い
る
。 

表
紙
は
、
広
報
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
面

白
く
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
か
ら
生

ま
れ
た
「
音
の
聞
こ
え
る
チ
ラ
シ
」
の

図
版
。
「
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
ジ
ャ
～
ン

♪
」
で
始
ま
っ
た
芸
文
セ
ン
タ
ー
の
第

一
楽
章
は
十
周
年
を
区
切
り
と
し
て
、

第
二
楽
章
へ
と
続
い
て
ゆ
く
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

    

  

ぼ
く
の
住
ま
い
論 

内
田
樹
（
新
潮
社
） 

昨
年
著
者
が
新
築
し
た
、
自
宅
兼
道

場
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

建
物
に
は
、
そ
れ
を
造
る
人
や
、
そ

こ
に
住
み
、
集
う
人
が
い
る
。
家
を
持

つ
こ
と
に
は
元
来
興
味
が
な
か
っ
た
と

い
う
著
者
の
、
彼
ら
と
場
を
共
有
す
る

こ
と
へ
の
思
い
が
明
快
に
綴
ら
れ
る
。 

 
 

道
場
は
、
硬
い
若
芽
を
育
む
南
風
に

ち
な
ん
で
「
凱
風
館
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。
学
び
の
場
を
母
港
と
考
え
、
帰
る

場
所
が
あ
る
人
ほ
ど
遠
く
ま
で
冒
険
で

き
る
、
と
い
う
言
葉
が
温
か
い
。 

 

ひ
ょ
う
ご
の
民
話 

「
ひ
ょ
う
ご
の
民

話
」
再
編
復
刻
編
集
委
員
会 

兵
庫
県
学

校
厚
生
会
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） い

ま
か
ら
約
四
十
年
前
に
、
兵
庫
県

の
民
話
や
伝
説
な
ど
を
ま
と
め
た
『
郷

土
の
民
話
』
全
八
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

消
え
ゆ
く
ふ
る
さ
と
の
伝
承
文
化
を
未

来
へ
伝
え
る
た
め
に
、
県
下
全
域
で
昔

話
や
伝
説
・
歴
史
物
語
な
ど
を
収
集
し

た
労
作
だ
っ
た
。
本
書
は
そ
の
中
か
ら

よ
り
抜
き
一
冊
に
編
集
し
直
し
た
、
兵

庫
県
の
民
話
の
集
大
成
で
あ
る
。 

 
 

神
戸
の
民
話
と
し
て
は
、
「
求
女

塚
」
や
「
鹿
の
夢
」
「
夜
泣
き
石
」
な

ど
十
七
編
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200263467&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200118313&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200263467&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200118313&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200246323&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200113167&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200246323&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200113167&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200234514&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200107983&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200237261&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200109324&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200237261&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200109324&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200264218&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200117366&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200264218&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200117366&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200258098&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200115731&mode=one_line


－新しく入った本－ 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
住
ま
い
の

再
建 
論
説
と
資
料 

阪
神
・
淡
路
大
震

災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室

編
集
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防

災
未
来
セ
ン
タ
ー
） 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
資
料
室
で

は
、
十
七
万
点
以
上
の
多
種
多
様
な
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
資
料
を
所
蔵
し
て

い
る
。
本
書
は
、
そ
の
な
か
の
「
住
ま

い
」
の
再
建
に
関
わ
る
資
料
の
一
部
と

論
説
か
ら
な
る
震
災
資
料
集
で
あ
る
。 

避
難
所
と
な
っ
た
小
学
校
で
発
行
さ

れ
た
新
聞
や
運
営
に
関
す
る
当
時
の
討

議
メ
モ
、
仮
設
住
宅
で
の
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
、
復
興
住
宅
募
集
の
行
政
資
料
や

マ
ン
シ
ョ
ン
再
建
時
の
議
事
録
等
が
、

七
項
目
に
分
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
ま
ま
の
資

料
が
掲
載
さ
れ
貴
重
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
付
録
と
し
て
、
震
災
資
料
収

集
活
動
の
経
緯
や
、
資
料
閲
覧
申
請
書

等
の
書
式
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

   

  

   

伊
川 

自
然
と
人
の
か
か
わ
り 

流
域

6
万
人
の
バ
イ
オ
リ
ー
ジ
ョ
ン 

伊
川

流
域
研
究
会
編
・
発
行 

 
 

北
区
山
田
町
の
丘
陵
を
源
流
と
し
、

太
山
寺
の
原
生
林
や
西
区
伊
川
谷
町
な

ど
の
市
街
地
を
流
れ
、
明
石
川
に
合
流

す
る
、
全
長
約
十
三
km
の
伊
川
。 

  

本
書
は
、
生
命
と
地
域
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
流
域
を
各
分
野
の
専
門
家
が
調
査

し
、
三
年
の
歳
月
を
か
け
て
ま
と
め
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。 

  
 

地
形
や
水
辺
環
境
、
昆
虫
類
や
植
物

等
の
生
態
、
農
業
、
歴
史
、
未
来
像
な

ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
伊
川
流
域
の
過

去
・
現
在
・
未
来
を
一
望
で
き
る
。 

 
〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

よ
し
こ
が
も
え
た 

た
か
と
う
匡
子 

た

じ
ま
ゆ
き
ひ
こ
（
新
日
本
出
版
社
） 

太
山
寺
の
風
色
｜
瓦
谷
博
写
真
集 
瓦
谷

博
著
・
発
行 

ふ
た
つ
の
震
災
｜
「1

・17

」
の
神
戸
か
ら

「3

・11

」
の
東
北
へ 

西
岡
研
介 

松
本

創
（
講
談
社
） 

韓
流
ブ
ー
ム
の
源
流
｜
神
戸
に
足
跡
を
残

し
た
韓
国
・
朝
鮮
人
芸
術
家
た
ち 

高
祐

二
（
社
会
評
論
社
） 

豆
手
帖
か
ら 

季
村
敏
夫
（
書
肆
山
田
） 

水
上
の
家
族 

澤
文
子
著
・
発
行 

壺
の
町 

望
月
諒
子
（
光
文
社
） 

フ
ク
ギ
ド
ウ
暮
ら
し
の
器
と
ご
は
ん
｜
料

理
上
手
の
台
所
か
ら 

フ
ク
ギ
ド
ウ
編

（
ア
ッ
プ
オ
ン
） 

                

  

         

清
盛
魂
が
開
花
し
た
豊
か
な
瀬
戸
内
の
み

な
と
｜
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム 

平

清
盛
ゆ
か
り
の
み
な
と
旅 

神
戸
グ
ラ
ン

ド
ア
ン
カ
ー
編
・
発
行 

 

書庫探訪 その28 

『播州名所巡覧圖繪』 文化元年（1804） 

 

 
文化元年（1804）出版の秦（村上）石田

（せきでん）編、中井藍江挿絵による五巻五

冊の名所案内記。『播磨名所巡覧圖會』とも

言います。「播州」「播磨」とありますが、

大坂から赤穂までのおもに西国街道（山陽

道）沿いの名所旧跡を和歌や古典などを交え

紹介したもの。神戸は一巻・二巻に記載され

ています。図版は「生田ノ社」の部分です。 

一巻・二巻のうち摂津国は、秋里籬島（あきさとりとう）の『摂津名所圖會』を

参考にしています。今日の旅行案内的なものですが、旅先へ持っていくのではな

く、読んで楽しんだのではないでしょうか。 

 版元や多少内容の違う三種の異版が存在します。本書の人気ぶりがうかがえます

が、その背景にある庶民の他国への興味や好奇心、旺盛な知識欲なども感じとるこ

とができます。 

 復刻版も出ています。また、中央図書館内やホームページ上の神戸市立中央図書

館貴重資料デジタルアーカイブズでも一部分ご覧いただけます。 

                                神戸市                                    
                                            

         

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200253513&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200114397&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200253513&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200114397&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200254621&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200114588&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200254621&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200114588&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200254091&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200114940&mode=one_line
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?pvolid=PV%3A7200259409&type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200115655&mode=one_line
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花
隈
（
花
熊
）
城 

 

Ｊ
Ｒ
神
戸
線
下
り
電
車
に
乗
り
元
町
駅

を
過
ぎ
る
と
、
山
側
の
車
窓
に
花
隈
公
園

の
石
垣
が
見
え
ま
す
。
石
垣
内
部
は
花
隈

駐
車
場
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
頂
上

に
は
天
守
台
の
よ
う
な
四
方
石
積
み
の
基

壇
や
「
花
隈
城
址
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
が
花
隈
城
な
の
か
と
間
違
え
そ
う
で

す
が
、
こ
の
構
築
物
は
全
体
が
昭
和
四
十

四
年
に
高
台
を
崩
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、

こ
れ
自
体
は
本
来
の
花
隈
城
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

花
隈
城
は
花
熊
城
あ
る
い
は
鼻
熊
城
な

ど
と
も
書
か
れ
、
天
正
初
年
前
後
に
織
田

信
長
の
命
を
受
け
た
荒
木
村
重
に
よ
り
築

城
さ
れ
ま
し
た
。
天
正
八
年
（
一
五
八

〇
）
、 

信
長
に
背
い
た
村
重
を
討
つ
よ
う

命
じ
ら
れ
た
池
田
信
輝
・
輝
政
の
軍
に
よ

り
落
さ
れ
、
廃
城
と
い
う
運
命
を
た
ど
り

ま
す
。
わ
ず
か
十
年
ほ
ど
の
短
命
な
城
で

し
た
。
廃
城
の
後
、
兵
庫
城
築
造
の
た
め

石
材
が
持
ち
去
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
地

表
に
全
く
そ
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
幻
の
城

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

で
は
本
物
の
花
隈
城
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
駐
車
場
と
し
て
造
成
さ

れ
る
以
前
、
こ
こ
は
花
隈
城
跡
だ
と
い
わ

れ
る
高
台
で
し
た
。
そ
の
た
め
造
成
工
事

に
先
立
ち
、
こ
の
高
台
に
つ
い
て
表
面
観

察
、
掘
削
時
の
立
会
い
等
の
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
の
存
在
を
示
す

遺
物
・
遺
構
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

明
治
時
代
、
報
時
球
塔
が
作
ら
れ
た
際
、

大
が
か
り
な
掘
削
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

現
地
に
残
る
石
垣
が
明
治
以
降
の
も
の
で

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
後
代
の
撹
乱
に
よ

り
、
こ
こ
に
は
城
と
し
て
の
遺
構
が
残
っ

て
い
な
い
と
い
う
結
論
に
な
り
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、

こ
の
城
に
関
連
す
る
と
推
測
さ
れ
る
遺

構
・
遺
物
が
周
辺
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
五
年
、
県
庁
近
く
の
栄
光
教
会

の
建
て
替
え
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
で
、

割
っ
た
り
磨
い
た
り
と
い
う
加
工
を
し
な

い
石
材
を
用
い
る
野
面
積
み
と
よ
ば
れ
る

戦
国
時
代
に
特
徴
的
な
石
垣
の
一
部
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
周
辺
か
ら
当
時
の
中
国
製

や
国
産
の
陶
磁
器
類
・
火
打
石
・
銭
貨
な

ど
が
出
土
し
た
の
が
最
初
で
す
。
平
成
十

七
年
、
隈
病
院
の
北
東
近
隣
で
行
わ
れ
た

第
二
次
調
査
で
は
南
北
方
向
の
溝
跡
が
確

認
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
、
花
隈
駐
車
場

の
南
西
近
隣
で
行
わ
れ
た
第
三
次
調
査
で

は
、
南
北
方
向
の
溝
の
中
か
ら
焼
け
土
や

炭
と
と
も
に
十
六
世
紀
後
半
の
瓦
が
二
十

八
リ
ッ
ト
ル
入
り
コ
ン
テ
ナ
で
十
箱
ほ
ど

出
土
し
て
い
ま
す
。
瓦
の
一
部
に
は
火
で

焼
け
焦
げ
た
も
の
が
あ
り
、
土
師
器
・
木

製
椀
・
下
駄
な
ど
も
出
土
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
池
田
輝
政

の
初
陣
で
あ
る
花
隈
城
攻
略
の
記
録
と
し

て
子
孫
の
岡
山
藩
主
池
田
家
に
伝
え
ら
れ

た
『
摂
津
国
花
熊
之
城
図
』
（
岡
山
大
学

附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
所
蔵
）
で
す
。 

 
  

 
 

 
  

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

こ
の
絵
図
に
よ
っ
て
本
丸
・
二
の
丸
・

三
の
丸
が
あ
る
城
部
分
は
南
北
九
十
間

（
百
六
十
メ
ー
ト
ル
）
、
東
西
九
十
三
間

（
百
六
十
七
メ
ー
ト
ル
）
の
規
模
を
も
つ

こ
と
、
城
の
西
に
町
屋
、
東
に
侍
町
・
足

軽
町
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
切
り
岸
（
崖
）

や
堀
で
囲
ま
れ
て
い
る
と
い
う
構
造
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
絵
図
は
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら

別
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
絵
図
の
写
し
の

上
に
城
の
様
子
を
書
き
込
ん
だ
も
の
で
す

が
、
こ
れ
を
現
在
の
地
図
と
重
ね
合
わ
せ

て
み
た
と
こ
ろ
、
道
路
や
川
の
位
置
が
よ

く
一
致
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
図

の
凡
例
に
縮
尺
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
元
の
絵
図
は
単
な
る
見
取
り
図
で
は

な
く
、
測
量
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
測
で
き
ま
す
。 

さ
ら
に
興
味
深
い
の
が
、
発
掘
調
査
で

確
認
さ
れ
た
状
況
と
合
致
す
る
部
分
の
多

い
こ
と
で
す
。
絵
図
に
は
城
の
西
に
堀
で

囲
ま
れ
た
町
屋
の
区
画
が
あ
り
、
第
二
次

調
査
で
確
認
さ
れ
た
南
北
方
向
の
溝
と
ほ

ぼ
一
致
し
ま
す
。
第
三
次
調
査
地
は
本
丸

付
近
で
あ
り
、
焼
け
土
と
と
も
に
出
土
し

た
瓦
は
、
本
丸
に
あ
っ
た
建
物
の
瓦
が
落

城
時
に
焼
け
落
ち
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

た
だ
、
元
の
絵
図
に
城
の
図
面
を
は
め

込
ん
だ
際
に
手
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

両
者
の
縮
尺
等
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い

部
分
も
み
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
絵
図
の
検

討
、
発
掘
調
査
の
成
果
と
の
対
比
な
ど
に

よ
り
、
花
隈
城
の
正
確
な
位
置
を
明
ら
か

に
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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